「第14回はが路100km徒歩の旅」事業説明　

事業趣旨
はが路100km徒歩の旅実行委員会では、子ども達の「生きる力」の醸成と「地域の教育力向上」を目的とする「第14回はが路100㎞徒歩の旅」を開催いたします。この事業は４泊５日の体験を通じて参加する小学４年生～６年生の子ども達の「生きる力」の醸成を目的とすることはもちろんのこと、学生スタッフ、社会人スタッフによる事前ミーティングや、事業当日の体験を通して、スタッフ養成及び地域リーダーの育成にも効果があると考えます。また、参加する子どもの保護者の方にも「保護者説明会・研修会」を実施し、家庭教育・地域教育・学校教育の各々の役割を再認識し、次代の子どもたちを地域ぐるみで育てていくことの大切さを実感していただきたいと考えております。
事業目的
· 100kmの道のりを完歩するという体験を通じた、子ども達の「生きる力」の醸成。

· 学生スタッフを中心に、地域のリーダー育成。

· 社会人スタッフの生涯学習、学びの場の提供。

· 保護者を含めた地域コミュニティーの活性化。（地域住民参加の「ひとづくり」）

· 自分達が住む「芳賀郡市１市４町」の魅力再発見。
実施期間(本事業)
平成２９年８月１９日（土）～平成２９年８月２３日（水）　４泊５日

実施場所・参加概要
　芳賀郡市１市４町の　公園等の公共施設　学校体育館、他施設
コース　　真岡市～芳賀町～市貝町～益子町～茂木町
　
　　スタッフ　　はが路100km徒歩の旅実行委員会メンバー
　　　　　　　　学生スタッフ、社会人スタッフ
　　参加者　　　芳賀郡市内の小学校４年生から６年生　１００人
保護者　　　事業説明会、保護者研修会、報告会　　(事業当日はスタート・ゴール時のみ参加)
はが路100km徒歩の旅実行委員会　
はが路100km徒歩の旅実行委員会は、「はが路100km徒歩の旅」の企画、研修、運営を行う団体です。

毎年８月に芳賀郡市内(真岡市・芳賀町・市貝町・益子町・茂木町)の小学生４年生～６年生を対象に、４泊５日で100kmという道のりを歩きぬくという体験事業を通し、子ども達の「生きる力」の醸成を目的に活動しています。
また、子ども達だけではなく、地域の人達がこの事業へ関わることで、地域コミュニティの活性化や、保護者研修を行うことにより、学校教育・家庭教育・地域教育の重要性を理解していただき、「地域の教育力の向上」につながっていくものと考えています。

さらには、事業にスタッフとして参加する、大学生を中心とした学生スタッフの研修や本事業の体験を通しての「地域のリーダー育成」。社会人スタッフには生涯学習の場としての「やりがい」の提供、そして、車で走るのではなく、歩いた目線でみることによる、この芳賀地域のすばらしさを再発見することで、地域づくり、まちづくりの一助になればと考えています。
展望
「はが路100km徒歩の旅」を地域に根ざした「地域教育」事業と位置づけ、「市民主催の青少年育成事業」として定着していけることを願っています。
また、「はが路100km徒歩の旅実行委員会」は、地元NPO団体や企業、行政の協力をいただき活動しておりますが、事業への積極的な参加を促し、さらなる地域への広がりはもとより、「地域の子ども達は地域で育てる」という意識の更なる育みと、地域の教育力の向上により、活力ある、健やかな地域になる事を目指しています。
連絡先　　　　　はが路100km徒歩の旅実行委員会　事務局　  TEL 0285-82-8888

住所　　　　　　〒321-4306　栃木県真岡市台町２３４３(真岡珠算簿記学校内)
実行委員長　　　堀内　一浩　　　　事務局　　飯野　滋生　　(090-3341-7863)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林　怜史
